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写真2は、奈良・平安時代のお墓(火葬墓)から出土した鉄板と骨蔵器で、 被のー部カ句寸いたままの釘も一緒に見つかリました。この
おさ う

ことから、骨蔵器は木の箱に納められ、鉄板をその箱の上に置いて埋められたと考えられます。鉄板のおよその大きさは、長さ25an、幅� 

9an、厚さO.5anです。
と う曹 ぼしばいちけん

では、この鉄板は何なのでしょうか。お墓に板状のものが一緒に埋められている例として、陶器や金属の板で作られた墓誌や買地券といっ
もと

たものがあります。これらは古代中国の思想に基づく習慣で、墓誌はその人の生前の経歴などカ宅書かれたもの、買地券はあの世の神様から墓

地を買い取ったことを記したものです。
すみ

踊ケ作遺跡出土の鉄板からは、今のところ文字や記号は確認されていませんが、墨などてe文字カ嘗かれていたのではないかと考えられます。
モでがうらしらいづか

県内の奈良・平安時代のお墓から、墓誌や買地券カ」緒に出土したのは大変診しく、袖ケ浦市雷塚遺跡など、ほんの数例しかありません。

かめ っき

骨蔵器は、斐に杯でフタをした状態で出土し、中に遺

骨が納められていました。火葬墓は、県内では市原市から富津市

に力、けての東京湾地域に集中しています。
背景:掘立柱建物(倉庫)

のイメージ画

縄文時代中期の竪穴住居跡

縄文時代中期の大きな穴

ー 奈良~平安時代初期の掘立性建物跡

奈良~平安時代初期の竪穴住匡跡

っき

企「三倉jと書力、れた土器(杯)。この文字資料は、竪穴住居跡からも出土しています。� 

•• 
整然と並ぷ掘立柱建物跡(円形の穴は、

柱を建てた穴の跡で、それを結んだ緯は、

建物� 1棟分の範囲を表しています。建物跡

が重なっているのは、� 2・3回建て替えが

あったことを物語っています。)

am
遺跡力溌掘調査されるきっかけは、住宅地の開発、高速道路や鉄道

の建設など様々です。ここで紹介する飯郷作遺跡は佐倉市にあり、

県立佐倉西高等学校を新設するのに先立って、昭和51年から52年に

かけて調査力守すわれました。
いんぱぬま

遺跡は印描沼を北に望む、入り組んだ台地の上にあります。弥生時
けん ほったてばしらたてもの圭うと とう

代力、ら奈良・平安時代までの住居跡109軒、掘立柱建物跡6棟のほか、
ぜんぽ云土うほうふん き ほうふん

古墳時代前半� (4世紀)の前方後方墳2墓、方墳4墓、方形周溝墓*� 

23墓が発見されました。このうち前方後方墳� 1墓、方墳2墓、方形周

溝墓5基(写真� 1・2)は、比較的短い聞に、連続して造られており、
まわ みぞ

墓の周リを取り巻く溝の一部を共有していることがわかリました。

弥生時代から続く墓の様式である方形周溝墓と、古墳時代に新し

く広まった前方後方墳と方墳が、このようにひとまとまりになって
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発見されたのは、当時、全国でも珍しく、弥生時代から古墳時代に
と

かけて、この地域がどのように変化したのかを解き聞かす上での、

貴重な資料となリました。このため、発見された古墳群の一部を整

備して保存することに右り、校舎はこれらを避
さ

けて建設されました

(写真3)。

保存された古墳群(南方後方墳� 1墓、方墳2墓、方形周溝墓5墓)

は、昭和54年に県の史跡に指定され、学校での生きた歴史学習の場

として活用されていますコ**

方形周溝墓について t ~、「方墳J としてとらえる考え方もあります。* 
**見学をご希望される埼合は、事前に学校に連絡していただきたいとのこ

とです。なお、遺跡の資料は、県立房総風土記の丘(栄町)で保管され、

学校にも一部展示されています。� 

竪穴住居跡

弥生時代� 

.古墳時代前期� 

.古墳時代後期

平安時代

掘立柱建物跡 ー
保存された古墳群.

つ津

奈良時代
にもなります。)約2300年前

写真2 調査中の古墳群(中央)と建設中の 写真3 保存整備された古墳群。写翼 1とほ� 
lま同じ位置から撮影

(写真提供:県立房制E土記の丘/北から撮影)� (平成13年10月撮影/協力 県立佐窟西高等学校)

時 代;ヒ縄代時器石H

(注lF!本のIH石器時代の始まりについては、班長、同検討されていますまよって、 約12000年前(この表は、100年を5mmてー表現しであります。したがって、縄文時代は約50cm
本紙では、新たな見解が発表されるまで、年代の記事置を中 1.1二~ >たしますc

口









■■表表紙紙写写真真のの説説明明／／柏柏市市大大松松遺遺跡跡のの大大ききなな穴穴（（貯貯蔵蔵穴穴））かかららみみつつかかっったた縄縄文文時時代代中中頃頃のの深深鉢鉢（（径径5577ccmm 高高ささ6622ccmm））

炉の形は、約50cm×70cmほど
の長方形。炉の材料は、磨石15点、
軽石１点、石皿11点、凹石７点、
打製石斧１点、礫

れき

８点と土器片４
点でした。

柏市の小
こ

山
やま

台
だい

遺跡で調査された、縄文時代中頃の竪
穴住居跡から、「石囲い炉」（石で囲った囲炉裏

い ろ り

のよう
な火をたく場所）＝写真＝がみつかりました 。この炉
は、住居の中央よりやや北側にあり、石のほとんどは
使われなくなった石皿や、石斧などの石器を再利用し
てつくられていました。
それらの石材は千葉県内では手に入らないもので

す。房総の古代人にとって「石」は貴重な物であり、
こわれて使われなくなった道具（石器）も大切にリサ
イクルしたのでしょうか。

千葉県内では、１年間に500件以上の発掘調査が行
われています。この展示会は、その調査の中から、と
くに重要な発見のあった遺跡を取り上げ、出土品をい
ち早くみなさまに見ていただくために企画し、県内各
地で開催しています。
当センターからは旧石器時代（成田市東峰

とうほう

御
み

幸
ゆき

畑
ばた

西
にし

遺跡）、縄文時代（流山市三輪野
み わ の

山
やま

貝塚）、奈良・
平安時代（印西市鳴神山

なるかみやま

遺跡）の出土品を出展して
います。
東峰御幸畑西遺跡では、たくさんの石器が大きな輪

を描くようにして散らばって発見されました。これは、
今から２万６千年から２万９千年前の旧石器時代のも
のです。大きな斧のような形
をした石器もあれば、小指よ
り小さな石器もあります。
また、奈良時代から平安時

代にかけてのムラの跡が姿を
現した鳴神山遺跡では、ふだ
んの生活で使われた土器とと
もに、墨で文字を書いた土器
がたくさん発見されました。
昔の人が書いた様々な文字を
ご覧下さい。
各開催館では、会期中講演会等のイベントが行わ

れます。多数のご参加をお待ちしております。
なお、出土遺物巡回展の日程や講演会等の詳細は

千葉県文化財センターHP（www . c h i b a k e n -
bunkazai-center.or.jp)でご確認下さい。

千葉県文化財センターでは、県内から出土した様々
な出土品を学校や、公民館等へ貸出しています。併せ
て、実物の資料を有効に活用し、地域の歴史について理
解を深めていただくために出前授業も実施しています。
また、「火おこし」「勾玉作り」「縄文の文様付け」

「石器（模造品）の切れ味体験」等の体験プログラム
も用意しています。費用は無料！皆様の町まで宅配し
ます。これまでにも、多くの
小中学校や、社会教育施設で
利用されています。ぜひご活
用下さい。
写真は先日PTA主催の夏休

み特別講座として、佐倉市立
寺崎小学校に出前授業にうか
がった時のものです。２日間
にわたって、１年生から６年
生までの子供達と、火おこし
をしたり勾玉を作ったりしま
した。暑さも忘れて、みんな
とても楽しそうでした。

千葉県文化財センターでは、県内で調査している主
な遺跡について、現地説明会を実施しています。
木更津市丹過遺跡では奈良時代の役所跡に関連する

と思われる建物跡等が、市川市道免き谷津遺跡・雷
かみなり

下
した

遺跡では縄文時代から中世のたくさんの遺構や遺物
が、それぞれ公開され、地元の人々をはじめ、多くの
方々がつめかけ、大変暑い中、みなさん熱心に説明
に耳を傾けていました。
当日寄せられたアンケー

トから、参加された皆さん
の感想を拾ってみました。
●地域の歴史が塗り替えら
れるような発見？ロマン
を感じました。

●自分が生まれ育ったとこ
ろにも、こんな遺跡があ
ったなんて感動しました。

●展示の中に、建物の模型
などが造られていて、と
ても分かりやすかった。

●また是非参加したい。
●道路になってしまうのは
もったいない

●報告書やグッズの販売
もしてほしい
等の、たくさんのご意見

ご感想をいただきました。
なお、現地説明会の模様

は、千葉県文化財センター
HPでもご覧いただけます。

「「縄縄文文人人ももリリササイイククルル？？」」石石囲囲いい炉炉のの話話

「「出出土土遺遺物物巡巡回回展展」」開開催催中中

「「土土器器ッッとと古古代代””宅宅配配便便””」」

ー見見てて・・ささわわっってて歴歴史史体体験験ー実実施施中中

夏夏休休みみ!!各各地地でで遺遺跡跡のの見見学学会会がが開開催催!!!!

ー木木更更津津市市丹丹過過
たた んん がが

遺遺跡跡・・市市川川市市道道免免
どど うう めめ

きき谷谷津津
やや つつ

遺遺跡跡他他ー

ココララムム

埋埋文文
レレポポーートト

おお知知ららせせ
ココーーナナーー

おお知知ららせせ
ココーーナナーー

８８月月1100日日木木更更津津市市丹丹過過遺遺跡跡

８８月月2200日日市市川川市市道道免免きき谷谷津津遺遺跡跡

▼
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柏柏市市のの北北部部をを流流れれるる利利根根川川、、そそのの川川面面をを見見渡渡せせるる高高台台

にに大大松松
おお おお まま つつ

遺遺跡跡ははあありりまますす。。

つつくくばばエエキキススププレレススのの建建設設ににととももなないい、、 平平成成1133年年1122

月月かからら発発掘掘調調査査ががははじじめめらられれ、、旧旧石石器器時時代代かからら縄縄文文時時代代

ままででのの生生活活のの跡跡やや遺遺物物ががたたくくささんんみみつつかかりりままししたた。。

ななかかででもも注注目目さされれるるののはは、、縄縄文文時時代代中中頃頃（（約約44,,000000年年

前前～～55,,000000年年前前））のの4477軒軒のの竪竪穴穴住住居居跡跡をを

ととりりままくくよよううにに掘掘らられれたた、、110000基基をを

超超ええるるたたくくささんんのの円円筒筒状状・・袋袋状状のの

大大ききなな穴穴でですす。。

ここれれららのの穴穴はは、、木木のの実実ななどど食食料料

をを貯貯蔵蔵すするるたためめににつつくくらられれたたもものの

とと考考ええらられれまますす。。

調調査査はは現現在在もも

進進めめらられれてていいまま

すすののでで、、終終了了まま

ででににはは、、ここのの台台

地地ににああっったた当当時時

ののムムララのの様様子子がが

ささららににわわかかるるかか

ももししれれまませせんん。。

今回は、弥生時代末～古墳時代はじめの珍
めずら

しい釧
くしろ

（ブレスレット）

を紹介します。

写真は、長さ１ｍ、幅７㎜ほどの鉄の帯を６～７回巻いて、直径約５cm

ほどのらせん状にした腕飾
う で か ざ

りで、「鉄釧
てつくしろ

」といいます。市原市草刈遺跡L

区の墓穴からみつかりました。また草刈遺跡では、釧
くしろ

が右手上腕部分

に、はめられた状態の人骨も発見されています（図）。

作り方は、はじめに鉄の棒を叩
た た

き延
の

ばして細長い鉄の帯にします。

次に断面がかまぼこ形になるように外側を丹念
た ん ね ん

に磨きます。最後に、

これを筒状のものに巻きつけていき完成です。

当時は、青銅
せ い ど う

の輪をいくつも連ねた腕飾
う で か ざ

りなども流行っていました

が、らせん状の鉄の腕飾
う で か ざ

りはたいへん珍
めずら

しいものです。はたして、ど

のような人が身につけていたのでしょうか？

昭和53年２月、我孫子市日秀
ひ び り

地区に

県立湖北高等学校を建設するため、予定

地内の発掘調査が行われました。

この日秀
ひ び り

西
に し

遺跡は手賀沼の北側の台地

上にあります。古墳時代後期は多くの

竪穴
た て あ な

住居
じゅうきょ

跡
あ と

からなる集落でしたが、その

後、奈良時代に入ると、大規模な倉庫な

ど50棟以上の建物が整然と建ちならびま

した。この建物群は、下総
し も う さ

国相馬
そ う ま

郡の役

所*1に属する倉庫（正倉
しょうそう

）と考えられて

います。

また、この遺跡からは和
わ

同
ど う

開珎
か い ち ん

の銀銭

も見つかりました。和同
わ ど う

開珎
か い ち ん

は日本古代

の銭貨のひとつで、和銅元年（西暦708

年）にはじめて作られました。銀・銅の

２種類の素材でつくられましたが、銀製

のものは全国的にも珍しいものです。

古代の役所の遺構としては県内最初の

発見であり、関東地方でも珍しいことか

ら、遺跡の一部が保存のため埋め戻され、

出土品の一部も校内に展示されるなど

学校教育にも活用されています。

さらに、平成７年には

県指定史跡

にも指定

されました。 *1古代の千葉県は、上総・下総・安房の３カ国に分かれ、
それぞれの国はいくつかの郡からなっていました。

和和同同開開珎珎

▲

草草刈刈II区区出出土土状状況況図図

調調 査査 前前

調調 査査 中中

現現在在のの湖湖北北高高等等学学校校

実実際際ににみみつつかかっったた
人人骨骨はは頭頭とと脊脊椎椎、、
足足のの骨骨のの一一部部でで、、
首首ににはは石石製製ののビビーー
ズズのの首首飾飾りりををつつけけ
てていいままししたた

草草刈刈LL区区出出土土鉄鉄釧釧

竪竪穴穴住住居居跡跡 ＜＜袋袋状状のの大大ききなな穴穴＞＞
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遺遺物物紹紹介介ココーーナナーー 縄縄文文人人ののイイヤヤリリンンググ
遺遺跡跡今今昔昔物物語語 公公園園のの緑緑にに眠眠るる古古墳墳とと集集落落
埋埋文文アアララカカルルトト ココララムム・・埋埋文文レレポポーートト

おお知知ららせせココーーナナーー

上赤塚１号墳は､今から1,600年
ほど前に造られ

た円形の古墳で、写真は古墳の頂上部分で見つか

った埋葬施設(墓穴)の中の様子です。中央の大き

な石は、「石
いし

枕
まくら

」という死者のために作られた石製

の枕です。枕の上やまわりには、立花
り っ か

と呼ばれる

飾りや、死者が生前身につけていた青銅製の腕飾
うでかざ

りや勾玉が見えます。立花は、勾玉を二つ組み合

わせた形をした物で、枕の周縁部分にあいた穴に

挿し、飾りのように立てて使用されていたようです。また、頭の後方部分

には、滑石
かっせき

という柔らかい石でできた、斧や鎌、小刀を真似て作った石製

の模
も

造品
ぞうひん

も添えてあります。どれも、死者を弔
とむら

うための特別な道具です。

上上赤赤塚塚か み あ か つ か

１１号号墳墳第第１１主主体体部部

（（千千葉葉市市緑緑区区おおゆゆみみ野野））

県内の埋蔵文化財の調査・研究を行う10法人で組
織する千葉県文化財法人連絡協議会では、調査成果
を広く県民の皆様に紹介するために、様々な活動を
行っています。
毎年行っております「遺跡調査研究発表会」を、

今年度も下記のとおり実施いたします。なお､当日
は出土遺物の展示や報告書等の頒布も行います。参
加は無料です、皆様のお越しをお待ちしております。

日日時時：平成15年１月19日(日) 10:00～15:20
会会場場：千葉市文化センター

（千葉市中央区中央2-5-1 ツインビル２号館）
３階アートホール（研究発表会場）
５階市民サロン（展示会場）

交交通通：ＪＲ総武線「千葉駅」下車徒歩10分
京成千葉線「千葉中央駅」下車徒歩10分

内内容容： 11  成成田田市市南南三三里里塚塚宮宮原原第第１１遺遺跡跡（旧石器時代）
22  酒酒々々井井町町墨墨古古沢沢南南ⅠⅠ遺遺跡跡（縄文時代）
33  芝芝山山町町瓜瓜台台遺遺跡跡 （弥生時代～平安時代）
44  君君津津市市鹿鹿島島台台遺遺跡跡（弥生時代～古墳時代）
55  神神崎崎町町北北のの内内古古墳墳（古墳時代）
66  千千葉葉市市越越川川戸戸遺遺跡跡（古墳時代～平安時代）
77  市市原原市市稲稲荷荷台台遺遺跡跡（奈良・平安時代）
88  八八日日市市場場市市福福岡岡遺遺跡跡（中世）

＊問い合わせ先
(財)千葉県文化財センター　調査部企画課
電話０４３－４２２－８８１１(代表)

「昭和８年秋に相違ない。…妙な竹のヒゴを
切揃えた大きな櫛の様な代物を取り出して
これが私の専売特許の土器実測器です…」

（『考古学』第９巻第10号、昭和13年）

著名な考古学者、故小林行雄博士が考案したこ
の実測器は、『弥生

や よ い

式
しき

土器
ど き

聚成
しゅうせい

図録
ず ろ く

』に掲載された
1,300点もの土器の実測に威力

いりょく

を発揮し、その後70
年にもわたって、土器の図化

ず か

と研究に貢献してき
ました。
「櫛

くし

の様な代物
しろもの

」を土器に押しあて、これを紙
の上に置いて鉛筆でなぞるだけで、微妙なカーブ
を持つ土器のアウトラインを描くことができるの
です。
現在では、コンピュータやデジタルカメラを利

用したり、土器の
図化の方法は進歩
しています。それ
でも、安くて簡単、
それでいて高い精
度を保つこの実測
器は、現役で生き
続けています。

さる11月23・24日の両日、柏市にある「さわや
かちば県民プラザ」で生涯学習フェスティバルが
開催されました。千葉県文化財センターも、千葉
県文化財法人連絡協議会の一員としてフェスティ
バルに参加しました。毎年恒例となっている「古

こ

代
だい

衣
い

装
しょう

試
し

着
ちゃく

体験
たいけん

」・「勾玉
まがたま

づくり」や「火おこし」
をはじめ様々な演目を行い、皆さんに体験してい
ただきました。どの演目にも多くのお客様があつ
まり、大盛況な２日間でした。

ハハイイテテククじじゃゃなないいけけどど…優優れれもものの!!

－型型
か た

取取
ど

りり器器
き

((ママココ))－

賑賑
にに ぎぎ

ややかかにに生生涯涯学学習習フフェェスステティィババルル開開催催!!!!

ココララムム

埋埋文文
レレポポーートト

古代衣装試着体験 ▼

勾玉づくりコーナー



丹丹過過遺遺跡跡はは、、木木更更津津市市茅茅
かかやや

野野
のの

にに所所在在しし、、東東京京湾湾へへとと注注ぐぐ
小小
おお

櫃櫃
びびつつ

川川のの東東岸岸ににああるる遺遺跡跡でですす。。平平成成1144年年４４月月かからら、、首首都都
圏圏中中央央連連絡絡自自動動車車道道((圏圏央央道道))のの建建設設にに先先立立ちち発発掘掘調調査査をを
実実施施ししてていいまますす。。
遺遺跡跡でではは、、縄縄文文時時代代後後期期かからら奈奈良良時時代代ままででのの穴穴やや溝溝、、竪竪穴穴

たたててああなな

住住居居
じじゅゅううききょょ

跡跡
ああとと

ななどどがが調調査査さされれままししたた。。中中ででもも注注目目さされれるるののはは、、整整然然
せせいいぜぜんん

とと立立ちち並並ぶぶ奈奈良良時時代代前前半半頃頃のの掘掘立立
ほほっったたてて

柱柱
ばばししらら

建建物物群群
たたててももののぐぐんん

とと、、奈奈良良のの都都でで
使使用用さされれてていいたたももののとと同同じじかかたたちちををししたた土土器器ななどどでですす。。
当当時時ここのの地地域域はは上上総総国国

かかずずささののくくにに

畔畔
ああ

蒜蒜郡郡
びびるるぐぐんん

とと呼呼ばばれれてていいままししたた。。今今回回
のの調調査査成成果果やや、、ここのの地地域域にに残残るる「「下下郡郡((ししももごごおおりり))」」とといいうう
地地名名等等かからら、、ここのの遺遺跡跡はは昔昔のの役役所所跡跡のの一一部部ででははなないいかか？？とと
注注目目をを浴浴びびてていいまますす。。
写写真真のの復復元元模模型型はは、、調調査査地地のの中中でで中中心心的的なな建建物物とと考考ええらられれ

るる西西にに廂廂
ひひささしし

をを持持つつ建建物物とと、、そそのの南南側側にに続続くく回回廊廊
かかいいろろうう

状状
じじょょうう

のの建建物物をを復復元元
ししたたももののでですす。。建建物物のの前前((西西側側))はは広広くく開開けけらられれてていいるるここととかか
らら、、そそここでではは儀儀式式やや
宴宴
ううたたげげ

ななどどをを行行っってていいたた
ののかかももししれれまませせんん。。
ここのの夏夏にに行行わわれれたた

「「現現地地説説明明会会」」でではは、、
多多くくのの人人々々がが訪訪れれ、、
古古代代にに思思いいををめめぐぐらら
せせてていいたたよよううでですす。。

「「畔畔蒜蒜郡郡のの役役所所跡跡
発発見見かか!!??」」

－木木更更津津市市丹丹過過遺遺跡跡－

旧　 石　 器　 時　 代� 縄　 文　 時　 代�
（この表は、100年を5mmで表現してあります。したがって、縄文時代は約50cmにもなります。）�

弥生時代�古墳時代�
古　　代� 中　　世� 近　世� 近・現代�

平安時代� 鎌倉�
時代� 江戸時代�室町時代�

安土・桃山時代�大正�

明
治�

昭
和�

平
成�

飛鳥時代� 奈良時代�
1,8681,6031,3331,192約1,700年前�約2,300年前�

BC(紀元前）� AD(紀元後）�

約12,000年前�(注)日本の旧石器時代の始まりについては、現在、再検討されています。よって、�
　　本紙では、新たな見解が発表されるまで、年代の記載を中止いたします。�

西暦�
710

1,573794

日本の時代区分表�

昭和62年４月、千葉市青葉町の農林

水産省畜産試験場跡地に県立青葉の森公

園を整備するため、発掘調査が始まりま

した。予定地内では明治時代から荒久古

墳の存在が知られていました。調査の結

果、弥生時代から古墳時代にかけてのム

ラが営まれ、奈良時代以降の墓も数多く

造られていたことがわかりました。

ムラの跡からは県内でも珍しい弥生

時代中頃の板状
はんじょう

鉄斧
て っ ぷ

や、古墳時代前半

頃の鉄鎌
て つ が ま

などが出土しました。

遺跡の一部は県立中央博物館の生態園
せいたいえん

として樹林が保存されることになったの

で、発掘はせず、盛土保存されました。

また、遺跡内に残る荒久古墳は、７世

紀に築造された一辺20ｍほどの方墳
ほ う ふ ん

で、昭和34年に調査された時には、切石
き り い し

を積んで造られた石室(亡骸
な き が ら

を納める部

屋)から人骨と琥
こ

珀
は く

の玉、鉄製馬具など

が発見され、古墳時代の終わり頃の様

子をよくあらわしています。

現在は一辺約９ｍほどになってしまい

ましたが、千葉市指定史跡として現状

のまま整備保存されることになり、青

葉の森公園の一角に大クスノキととも

にその姿をとどめています。

ー千千葉葉市市荒荒
ああ らら

久久
くく

遺遺跡跡とと荒荒久久古古墳墳ー

ああ　　びび　　るる

たたんん　　 がが

ぐぐんん

荒荒 久久 遺遺 跡跡

調調査査でで発発見見さされれたた掘掘立立柱柱建建物物のの柱柱穴穴((手手前前のの小小ささいい穴穴はは廂廂のの柱柱ののももののでですす))
廂廂ががつつくく建建物物にに
回回廊廊ががつつななががっってていいるる様様子子

当時は、特定の人物しか

身につけていなかった

ようですが、いった

いどんな人が身に付

けていたのでしょ

うか？全国各地で

流行し、関東地方で

は石製のものだけで

なく、粘土を焼いて
作られた土製の「 状

耳飾」も使用されてい

ました。

今回紹介する遺物は「 状耳飾」といい

ます。写真の耳飾りは、柏市富士見
ふ じ み

遺跡の

竪穴住居跡から見つかりました。直径４

㎝､厚さ0.7㎝の石製品
せ き せ い ひ ん

で、切れ目の入った

平べったいドーナツのような形をしていま

す。一緒に出土した土器から判断して、今

から約5,500年前(縄文時代前期)頃のもので

す。使用方法は､現在のピアスのように耳

たぶに穴を開け、直接「 状耳飾」の切れ目

を通して、耳に付けていたと考えられます。

けけつつ　　 じじょょうう みみみみ　　　　かかざざりり

(写真提供：千葉県立中央博物館)

中中央央博博物物館館

荒荒 久久 古古 墳墳

掘掘立立柱柱建建物物のの復復元元模模型型



この写真は、古墳時代後期（今から1,500年

前）の台所の一角の様子です。住居は6m四

方ほどの標準的な大きさで、その北西壁に炊

事の中心になるカマドが造り付けられていま

す。カマドの脇から、黒く煤けた調理用の土

器（甕・甑）赤く彩

られた盛り付け用

の土器（椀・杯・高

杯）などがまとま

って出土しました。

当時の台所に並べ

られていたもので

しょうか？

VVOOLL..
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発発掘掘調調査査のの現現地地説説明明会会

千千葉葉県県遺遺跡跡調調査査研研究究発発表表会会

「「土土器器
ドド キキ

ッッとと古古代代““宅宅配配便便””」」
――見見てて・・ささわわっってて

歴歴史史体体験験――

体体験験シシリリーーズズ
――古古代代モモノノづづくくりり工工房房――
大大昔昔のの石石器器をを作作ろろうう！！

火火起起ここししをを科科学学すするる

勾勾玉玉をを作作ろろうう

管管玉玉をを作作ろろうう

平平成成1155年年度度
出出土土遺遺物物巡巡回回展展

～～房房総総発発掘掘ももののががたたりり～～

概概　　　　要要

当センターが平成15年度に実施する発

掘調査の成果を現地において一般公開

します。

県内の埋蔵文化財発掘調査の、最新の成

果を発表し、これを展示して紹介します。

発掘調査で出土した実物の土器や石器

を、セットで貸し出し活用していただ

く企画です。ご希望の施設まで宅配い

たします。体験学習などの出張授業に

も伺います。

大昔の石器（ナイフ・ヤジリ）を作っ

て、魚をおろしたり、弓矢を射たり、

親子で１日のコースです。

古代の「火起こし具」を自分たちで製作し

ます。また、火が起こる過程を機器で観

察したり、発火のメカニズムを科学的に

検証します。親子で２日のコースです。

古代の装飾品「勾玉」を、古代より少し製

作しやすい石で作ります。古代の首飾り

の出来上がり！身近な遺跡の話を聞いた

りしながら、半日のコースです。

勾玉づくりを体験した人を対象に「管

玉づくり」に挑戦します。

センターと県内地区文化財センターが

調査した遺跡の中で注目される遺跡を

選び、旧石器時代～古代の出土品を県

内９カ所の博物館等で公開します。そ

れぞれの開催館では解説会や講演会な

ど各種イベントを予定しております。

詳しくは各施設にお問い合わせ下さい。

開開催催日日

未　定

（決まり次第

お知らせします）

H16.1.19m

貸出し随時

H16.1.17n

H16.2.11c

H16.2.22m

H15.8.8b

H15.11.8n

H15.8.22b

H15.6.14n～H15.7.13m

H15.7.19n～H15.8.10m

H15.8.16n～H15.9.15z

H15.9.20n～H15.10.13z

H15.10.17b～H15.11.3z

H15.11.8n～H15.12.7m

H16.1.22v～H16.2.20b

H16.1.22v～H16.2.20b

H16.2.24x～H16.3.10c

会会　　　　場場

各遺跡発掘調査現場

（最寄り駅からの

送迎あり）

千葉市文化

センター

学校・公民館等

八千代市立

郷土博物館　

千葉県立

現代産業科学館

千葉県文化財センタ

ー中央調査事務所

文化財センター本部

千葉県文化財センタ

ー中央調査事務所

浦安市郷土博物館

県立上総博物館

県立大利根博物館

県立安房博物館

さわやかちば県民プラザ

県立関宿城博物館

八千代市立郷土博物館

県立房総風土記の丘

県立中央博物館

対対象象者者

一　般

一　般

県内の学校

及び社会教

育施設等

小学５年

生以上と

保護者

小学５年

生以上と

保護者

小学４年

生以上

小学４年

生以上

一　般

参参加加費費

無　料

無　料

無　料

材料費

300円

材料費

200円

材料費

100円

材料費

200円

無　料

公公開開事事業業

文文化化財財セセンンタターー
展展示示室室

図図書書室室のの利利用用

公公開開のの概概要要

センター保管資料の一部を展示

し、一般公開しています。

県内をはじめとして、全国の埋蔵

文化財発掘調査報告書約３万冊、考

古学関係の本・図録・雑誌・研究紀

要等約３万５千冊が閲覧できます。

＊下記の内容は変更になる場合もございますので、直接お問い合わせい
ただくか、センターホームページやポスター・チラシでご確認下さい。

公公開開日日・・時時間間

土・日・祝日年末

年始を除く平日

（9:30～16:30）

土・日・祝日年末

年始を除く平日

（9:00～17:00）

費費用用

無料

無料

対対象象

一般

一般

参参加加費費

無料

無料

文文化化財財セセンンタターー展展示示室室

出出土土遺遺物物巡巡回回展展解解説説会会 体体験験シシリリーーズズ「「大大昔昔のの石石器器をを作作ろろうう!!」」 千千葉葉県県遺遺跡跡調調査査研研究究発発表表会会



萱萱野野遺遺跡跡はは館館山山市市国国
ここくく

分分
ぶぶ

にに所所在在しし、、館館山山平平野野のの中中央央付付近近をを南南北北

にに走走るる砂砂丘丘列列上上ににああるる遺遺跡跡でですす。。平平成成1144年年８８月月かからら、、県県道道富富津津

館館山山線線のの建建設設にに先先立立ちち発発掘掘調調査査をを実実施施ししてていいまますす。。今今年年度度当当セセ

ンンタターーのの実実施施すするる調調査査でではは最最もも南南のの遺遺跡跡でですす。。

ここのの遺遺跡跡周周辺辺はは、、現現在在所所在在がが不不明明ととななっってていいるる安安房房
ああ わわ

国国
ここくく

府府
ふふ

のの推推定定

地地域域ににああたたりり、、以以前前かからら土土器器ななどどのの遺遺物物がが多多数数散散乱乱ししてていいるるここ

ととでで有有名名なな場場所所ででししたた。。今今回回のの調調査査でではは残残念念ななががらら国国
ここくく

府府
ふふ

関関連連
かかんんれれんん

のの

遺遺構構やや遺遺物物はは見見つつかかっってていいまませせんんがが、、弥弥生生時時代代～～平平安安時時代代のの竪竪

穴穴住住居居跡跡やや掘掘立立柱柱建建物物跡跡ななどどのの集集落落跡跡がが非非常常にに高高いい密密度度でで発発見見

さされれてていいまますす。。遺遺跡跡のの時時代代はは、、弥弥生生時時代代～～古古墳墳時時代代前前期期ににかかけけ

ててがが中中心心でで、、多多量量のの土土器器ののほほかか、、大大陸陸系系のの磨磨
まま

製製
せせいい

石石斧斧、、ガガララスス玉玉やや

滑滑石石
かかっっせせきき

製製
せせいい

のの勾勾玉玉、、銅銅製製のの腕腕飾飾りりやや指指輪輪とといいっったた装装飾飾品品ななどど珍珍ししいい

ももののもも多多くく見見つつかかっってておおりり、、当当時時のの人人々々のの生生活活ががししののばばれれまますす。。

館館山山平平野野ででははここれれままでで祭祭
ささいい

祀祀
しし

遺遺跡跡（（おお祭祭りりををししたた跡跡））やや水水田田跡跡なな

どどはは多多くく見見つつかかっってていいまますすがが、、当当時時のの人人々々のの生生活活のの跡跡ででああるる集集

落落遺遺跡跡ににつついいててははほほととんんどど調調査査さされれてていいまませせんんででししたた。。特特にに弥弥

生生時時代代～～古古墳墳時時代代前前期期のの竪竪

穴穴住住居居はは、、館館山山市市内内でではは初初めめ

てて見見つつかかりりままししたた。。今今回回のの

調調査査でで当当時時のの人人々々のの生生活活をを

探探るるたためめのの貴貴重重なな資資料料がが得得

らられれたたとと考考ええらられれまますす。。

番後台遺跡は、三方を養老川に囲まれ

た標高50ｍ前後の台地上にあります。

台地の縁は川に削られ、切り立った崖に

なっています。したがって、養老川から

この台地に水を汲み上げるために、明治

10年代から昭和時代にかけて藤
ふじ

原
わら

式
しき

揚
よう

水
すい

車
しゃ

が使われていました。

昭和54年4月、養老川総合開発高滝ダ

ム建設工事に伴い、ダムの湖底に沈む集

落の移転先として宅地造成をするため、

それに先立ち発掘調査が行われました。

調査の結果、縄文時代から古墳時代の竪

穴住居跡が130軒見つかりました。特に、

古墳時代前半の竪穴住居跡が６割を占め

ています。この遺跡は、養老川沿いにお

いて、当時としては最も奥まった場所に

作られた集落と言えましょう。また、東

海地方の土器や近畿地方の影響を受けた

土器なども発見され、当時の先進地域と

交流していたようです。

昭和57年にも、高
たか

滝
たき

取
しゅ

水
すい

場
じょう

を建設す

るため発掘調査が行われました。この時

は、弥生時代の竪穴住居跡が１軒発見さ

れています。

現在、番後台遺跡は一部残っています

が、その周辺はダムによって人造湖がで

き、たくさんの水をたたえています。

萱萱野野遺遺跡跡全全景景　　細細長長くく発発掘掘ししてていいるるととこころろにに道道路路ががででききまますす 竪竪穴穴住住居居跡跡 今今かかららおおよよそそ11,,550000年年前前のの住住ままいいでですす

て愛用された「佐渡の赤玉」と呼ば

れるジャスパーの一種で、新潟県か

らはるばる運ばれてきたと考えられ

ています。

現在では、首飾りは主に女性の装

飾品ですが、当時の首飾りは、男性

も権力の象徴として装着していたと

考えられます。いったいどんな人が

身に付けていたのでしょうか？

古代（弥生時代から古墳時代頃）

のネックレスには、緑の石と、青の

ガラスが好まれました。

君津市沖込
おきごめ

古
こ

墳
ふん

でも、緑色のジャ

スパー（碧玉）製管玉
くだたま

と、藍色
あいいろ

のガ

ラス製丸玉がたくさん出土しました。

これらの中に珍しく、深
しん

紅
く

の管玉が

混ざっています。この宝石は、弥生

時代から古墳時代に移るころに限っ

高高滝滝湖湖

番番後後台台遺遺跡跡

高高滝滝ダダムム

いいろろどど

佐佐渡渡のの赤赤玉玉

現現在在のの番番後後台台遺遺跡跡周周辺辺

かかやや　　 のの

(写真提供：高滝ダム管理事務所)
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